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「正確に、はやく、美しく」
新入生の諸君、入学おめでとう。入学式を終え、晴れて三郷工業技術高校（三(さん)工技(こうぎ)）の生徒と

なりました。高校は、社会に出る最後の練習の場です。本校の「正確に、はやく、美しく」の校訓のもと、信
頼される社会人を目指して、充実した高校生活を送り、各々が自己実現できるように、先生たちは卒業まで君
たちを指導していきます。
学校生活を送る上で、基礎・基本となる柱を、以下にあげておきます。少しでも早く本校の生活習慣を身に
つけて「三工技生」になりましょう。創立４１年目を迎えた「三工技」の新しい歴史を作り、将来の自分のた
めに、充実した高校生活を送ることができるように頑張ろう。

１ 挨拶、そして返事
挨拶（あいさつ）の「あい」には心を開くという意味、「さつ」にはその心に近づくという意味があります。

相手に対して「心を開いて近づく」行為が挨拶です。挨拶、そして返事は人と人とのコミュニケーションの第
一歩です。コミュニケーション不足が対人トラブルにつながることがあります。社会の一員として活躍するに
は、他者との円滑な「コミュニケーション能力」を身に付けることが重要です。その基本が「挨拶」であり、
「返事」です。
「三工技」という新たな生活の場で良いスタートを切るために、今まで以上に意識して「きちんと挨拶がで
きる」ようにしなければなりません。そして、指導等された際には「はい」とよい返事ができるようにしよう。

２ 時間の管理、遅刻をしない
「時間を守る」ことは「約束を守る」ことと同じです。すなわち「遅刻する」ということは「約束を破る」

ことになります。約束を守れない人は信用されません。また、集団生活では「遅刻する」ことにより他の生徒
の時間も奪うことになってしまいます。時間に余裕を持つことができると、心に余裕ができます。心に余裕が
できると、勉強に、特別活動に、より良い学校生活が送れます。休み時間についても同様です。時間に余裕を
持って生活することが大事です。あっと言う間の３年間です。時間を無駄にせず、「三工技」のタイムスケ
ジュールを早く身に付けよう。
「三工技」の一日は朝８：３０からの「朝学習」から始まります。８：３０にはHRで着席です。中学時代、
時間にルーズだった生徒は特に、みんなから遅れをとらないように、迷惑をかけないように、この新たなス
タートを大事にして努力しなさい。遅刻については、厳しく指導していきます。

３ ルールを守り、マナーアップ
「三工技」にも、様々なルールがあります。社会で通用する人間になるには、自分が所属している集団の

ルールを守ることは、当然でなければなりません。頭髪服装等をはじめとして、きちんと「三工技」のルール
（校則等）を確認して、適切に行動出来るようにしよう。また、ルールに反した行為には、状況により特別な
指導があります。詳細は随時先生方から話等ありますから、よく聞き、注意して行動するようにしよう。
また、ルールを守ることで行動が整い、集団の雰囲気が引き締まります。そうなるとマナーを意識出来る集
団になり、より良い雰囲気が作られます。お互いのが気持ちよく学校生活を過ごすためにはルールを守り、そ
の上でマナーを意識して行動しなければなりません。各自の行動で良い雰囲気を作り出すことが出来るように、
ルールを守り、マナーアップを心がけよう。
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‣埼玉いのちの電話
：０４８－６４５－４３４３

‣県警少年サポートセンター
：０４８－８６５－４１５２

‣県立総合教育センター
：０１２０－８６－３１９２

E-mail：soudan@spec.ed.jp

【セクシャルハラスメント等について】
〇校内には、ハラスメント防止委員会があります。
気になることがあれば相談してください。

〇学校で相談しにくい場合は、上記の相談窓口も利
用できます。

学校番号

048-958-2331（平日８：３０～１７：００）

学校HP 埼玉県HP 緊急連絡先

この「生徒指導部だより」は、保護者に見せること。

本校では、「１０分前行動推進活動」を展開し
ており、朝学習が始まる8時30分以前の登校を推進
しています。

時間に余裕をもった行動は、時間だけでなく心
に余裕をもつことに繋がるといえます。三工技生
として取り組んでいきましょう。

余裕をもった登校（8時30分登校）

交 通 安 全

お互いの「命を守る」観点から、本校では交通事故件数ゼロ・自転車のマナーアップに取り組んで
います。以下の項目について各自しっかりと確認し、徹底するようにしましょう。三工技でも、４月
当初には自転車点検指導および登校指導があります。いまいちど、交通ルールを守ること、自転車の
安全運転・安全利用を意識して無事故に取り組んでいきましょう。

◼ ライト点灯
◼ 安全なブレーキ作動
◼ カギの施錠
◼ ベル、スタンドの装着
◼ 耐久性のある雨合羽（薄手のビニール合羽不可）
◼ 鑑札

１学期当初予定

4月

8 火 入学式

9 水 学年集会・HRなど

10 木
対面式・部活動紹介・学科オリエン
テーションなど

11 金 基礎力診断テストなど

12 土

13 日

14 月 数学宿題考査・学年レク

15 火 ６時間授業開始・生徒各種委員会

16 水

17 木

18 金

４５分授業

道路交通法改正により令和５年４月１日より努力義務

自転車ヘルメット
の積極的な着用を
心がけましょう。

題字「こっきしん（克己心）」 ： おのれにうち克（か）つ心

事故防止の５か条 もしかして
（危険予測）

止まる
（一時停止）

みる
（安全確認）

待つ
（安全確保）

確かめる
（再確認）

昼食
必要

部活動見学
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